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2019 年度技術士第二次試験 出願対策セミナーテキスト 

 

鳥居直也 as APEC 

（Ver.2019.02.22) 

 

１．試験の概要 

 

2019 年度技術士第二次試験は、次のように実施されます。 

・出願書類は技術士会HPからダウンロードできます。入力可能なPDFファイルなので、効率的に願書

が作成できます。 

・必須科目（問題Ⅰ）は2018 年度までは択一問題でしたが、2019 年度より記述問題になります。 

・選択科目のうち問題Ⅱは2018 年度と同じ内容にみえますが、答案用紙が1枚減っているので、問題

構成が変更される可能性があります。 

・選択科目のうち問題Ⅲは2018 年度とおおむね同じ内容と思われます。 

・選択科目は、2018 年度まで問題Ⅱと問題Ⅲの間に休憩時間がありましたが、2019 年度からはありま

せん。試験時間がまとめて設定されていることから、問題ⅡとⅢをまとめて出題すると思われます。 

・採点はいずれの問題もABC評価で、合格基準は、必須・選択いずれの科目もA評価であること（60％

以上取れていること）です。選択科目は問題ⅡとⅢの総合得点が A 評価であることが必要ですが、

たとえば問題ⅡがA評価、問題ⅢがB評価で、選択科目全体でA評価ということもあり得ます。 

 

願書配布 2019 年 4月 1日（月）～4月 24日（水） 

出願期間 
2019 年 4月 8日（月）から4月 24日（水） 
（窓口・郵送出願のみ。受付は土曜日・日曜日・祝日を除く。）  

試験日 2019 年 7月 15日（月・祝）：総監以外部門・総監部門の選択科目。総監は7月 14日（日） 

筆記発表 2019 年 10月。例年月末近く。 

口頭試験 例年通りであれば、2019 年 11月 25日ごろ～2020 年 1月 20日ごろまでのうち1日 

合格発表 例年通りであれば、2020 年 3月初旬～上旬 

試験地 
筆記：北海道，宮城，東京，神奈川，新潟，石川，愛知，大阪，広島，香川，福岡，沖縄 
口頭：東京（例年、渋谷のフォーラム8） 

試験内容 
・ 

合格基準 

科目および内容 
試験 
時間 

配点 
合格 
基準 

筆 
記 
試 
験 

必 
須 
科 
目 

問題Ⅰ 
・技術部門全般にわたる専門知識、応用能力、問題解決能力及び課
題遂行能力に関するもの 

・出題数は2問程度 
・600字詰め答案用紙3枚＝1,800 字以内 

2時間 40点 
6割 
以上 

選 
択 
科 
目 

問題Ⅱ 
・選択科目についての専門知識及び応用能力に関するもの 
・出題数は回答数の2倍程度 
・600字詰め答案用紙3枚＝1,800 字以内 3時間 

30分 

60 点 
(各 
30 
点) 

6 割 
以上 問題Ⅲ 

・選択科目についての問題解決能力及び課題遂行能力に関するもの 
・出題数は2問程度 
・600字詰め答案用紙3枚＝1,800 字以内 

口頭 
試験 

Ⅰ技術士としての実務能力 ①コミュニケーション、リーダーシップ 
②評価、マネジメント 

Ⅱ技術士としての適格性  ③技術者倫理 
④継続研さん 

20分 
(最大 
30分) 

30 点 
30 点 
20 点 
20 点 

各 
6割 
以上 

 

受験料 14,000 円 
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試験方式の変更について 

 

2019 年度からは試験方式が変更されます。表面的には、 

・必須科目が択一問題から記述問題になる 

・選択科目問題Ⅱの答案枚数が1枚減る 

という程度の変更に見えますが、それ以上に、求められる資質能力（コンピテンシー）が整理され、こ

れを反映していることによって、採点ポイントが変わることしっかり理解しましょう。 

特に注意すべきことは、これまで「課題解決」といっていた内容を、「問題解決」と言い換えたこ

と、つまり言葉の定義が変わったことです。 

＜問題＞ 

事象のあるべき姿（目標）と現状のギャップ。問題＝目標値－現状値。 

＜課題＞ 

問題を解決するためになすべきこと。 

 

下図は「修習ガイドブック」に「複合的な問題の例」として示されているものですが、ある製品につ

いて、性能、環境負荷、コスト等の多様な視点で、それぞれについて目標値を設定し、それとのギャッ

プを把握しています。このようにして問題を明確化し（問題発見）、その問題の背景や要因、原因とい

ったものを分析し（問題分析）し、問題を解決するためになすべきこと（課題）を設定します。 

 

 

 

そして課題が設定されたら、課題に対する実施事項の立案や優先順位設定等を行い（対策立案）、実

施計画を立て（すなわちスケジュールや評価基準等も含めた具体策を提案し）、対策を実施し、評価を

行います。 

おおまかにいえば、問題を見いだして分析し、どうやったら解決できるかを合理的に提案することが

問題解決能力であり、従来「課題解決能力」と呼んでいたものにおおむね対応します。 

そして、その解決策を実現しようとすると、相反する方策の調整（たとえばエネルギー効率を上げよ

うと思うとコストが高くなったり環境負荷が大きくなったりするなど）やマネジメント（人員や資機

材、コスト、期間等が限られている中でどのように最適化するか）等を行っていかねばなりません。そ

れらも含めた実現能力のようなものを課題遂行能力と考えればいいでしょう。 
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２．出願対策（特に経歴票・小論文） 

 

(1) 受験申込書の作成 

 

・提出書類：①受験申込書（写真と受験手数料払込受付証明書を貼り付け） 

 ②業務経歴票（およびその証明書） 

     ③技術士補となる資格を有することを証明する書類 

 

 

①受験地 

②部門・科目 

③専門と 

する事項 

④最終学歴 

⑤受験資格 

技術士補4年で受験の人のみチェック 
不便が多いのでお勧めできない 

・受験申込書等配布：2019 年 4月 1日（月）～4月 24日（水）（技術士会HPからダウンロード可） 

・受験申込書受付：2019年 4月 8日（月）～4月 24日（水）（土日祝日は休、最終日は当日消印有効） 
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・科目・専門事項は経歴・小論文と乖離しないように。科目合致性は対象・活用技術の視点で 

・受験科目は筆記試験の難度、やる気、従事業務内容などを考えて選択 

・大学院修了なら最終学歴は大学院 

・受験資格は3つから選択 

①一次合格もしくはJABEE 修了＋監督者（指導技術者）の下で経験4年 

…通常の書類の他に、「監督者要件証明書」および「監督内容証明書」が必要。監督者は7年以上

の実務経験がある技術者であればだれでもOK 

②技術士補登録＋指導技術士の下で経験4年…通常の書類のみでOK 

ただし勤務地は指導技術士勤務地、役職は全部「技術士補」、業務内容は指導技術士の補佐内容 

③一次合格＋経験7年…通常の書類のみでOK 

・①と②は、技術士捕となる資格を有した日（一次合格もしくはJABEE 修了の日）から4年以上の経

過が必要（大学卒業から4年経過でも一次試験合格後3年 3か月経過だと×） 

・一次試験合格を証明する書類の添付が必要（JABEE 修了者は修了証明書類） 

①一次試験合格証のコピー、②H15 以降の二次試験受験票原本、③技術士会に「技術士第一次試験

合格証番号・合格年月確認願い書」をFAX提出し返信された書類 

所属組織の長（社長等） 

監督者（指導技術者） 

受験者 

監督者要件証明書 
（監督者自身の経歴、 

受験者指導の経歴） 

監督内容証明書 
（監督を行った年月、 
監督事項、監督手段 
・内容など） 
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  平成 30年度試験案内より 
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  平成 30年度試験案内より 
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技術部門・選択科目の新旧対照（１） 

 

部門 改正前の選択科目（～平成30年度）                                                改正後の選択科目（平成31年度～）

機械

１．機械設計 １．機械設計

２．材料力学 ２．材料強度・信頼性

３．機械力学・制御 ３．機構ダイナミクス・制御

４．動力エネルギー ４．熱・動力エネルギー機器

５．熱工学

６．流体工学 ５．流体機器

７．加工・ファクトリーオートメーション及び産業機械 ６．加工・生産システム・産業機械

８．交通・物流機械及び建設機械

９．ロボット

１０．情報・精密機器

船舶・海洋

１．船舶 １．船舶・海洋

２．海洋空間利用

３．舶用機器

航空・宇宙

１．機体システム １．航空宇宙システム

２．航行援助施設

３．宇宙環境利用

電気電子

１．発送配変電 １．電力・エネルギーシステム

２．電気応用 ２．電気応用

３．電子応用 ３．電子応用

４．情報通信 ４．情報通信

５．電気設備 ５．電気設備

化学

１．セラミックス及び無機化学製品 １．無機化学及びセラミックス

２．有機化学製品 ２．有機化学及び燃料

３．燃料及び潤滑油

４．高分子製品 ３．高分子化学

５．化学装置及び設備 ４．化学プロセス

繊維

１．紡糸・加工糸の方法及び設備 １．紡糸・加工糸及び紡績・製布

２．紡績及び製布

３．繊維加工 ２．繊維加工及び二次製品

４．繊維二次製品の製造及び評価

金属

１．鉄鋼生産システム １．金属材料・生産システム

２．非鉄生産システム

３．金属材料

４．表面技術 ２．表面技術

５．金属加工 ３．金属加工

資源工学

１．固体資源の開発及び生産 １．資源の開発及び生産

２．流体資源の開発及び生産

３．資源循環及び環境 ２．資源循環及び環境浄化

建設

１．土質及び基礎 １．土質及び基礎

２．鋼構造及びコンクリート ２．鋼構造及びコンクリート

３．都市及び地方計画 ３．都市及び地方計画

４．河川、砂防及び海岸・海洋 ４．河川、砂防及び海岸・海洋

５．港湾及び空港 ５．港湾及び空港

６．電力土木 ６．電力土木

７．道路 ７．道路

８．鉄道 ８．鉄道

９．トンネル ９．トンネル

１０．施工計画、施工設備及び積算 １０．施工計画、施工設備及び積算

１１．建設環境 １１．建設環境
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技術部門・選択科目の新旧対照（２） 

 

部門 改正前の選択科目（～平成30年度） 改正後の選択科目（平成31年度～）

上下水道

１．上水道及び工業用水道 １．上水道及び工業用水道

２．下水道 ２．下水道

３．水道環境

衛生工学

１．大気管理

２．水質管理 １．水質管理

３．廃棄物管理 ２．廃棄物・資源循環

４．空気調和

５．建築環境 ３．建築物環境衛生管理

農業

１．畜産 １．畜産

２．農芸化学 ２．農業・食品

３．農業土木 ３．農業農村工学

４．農業及び蚕糸

５．農村地域計画 ４．農村地域・資源計画

６．農村環境

７．植物保護 ５．植物保護

森林

１．林業 １．林業・林産

２．森林土木 ２．森林土木

３．林産

４．森林環境 ３．森林環境

水産

１．漁業及び増養殖 １．水産資源及び水域環境

２．水産加工 ２．水産食品及び流通

３．水産土木 ３．水産土木

４．水産水域環境

経営工学

１．生産マネジメント １．生産・物流マネジメント

２．サービスマネジメント ２．サービスマネジメント

３．ロジスティクス

４．数理・情報

５．金融工学

情報工学

１．コンピュータ工学 １．コンピュータ工学

２．ソフトウエア工学 ２．ソフトウエア工学

３．情報システム・データ工学 ３．情報システム

４．情報ネットワーク ４．情報基盤

応用理学

１．物理及び化学 １．物理及び化学

２．地球物理及び地球化学 ２．地球物理及び地球化学

３．地質 ３．地質

生物工学

１．細胞遺伝子工学 １．生物機能工学

２．生物化学工学 ２．生物プロセス工学

３．生物環境工学

環境

１．環境保全計画 １．環境保全計画

２．環境測定 ２．環境測定

３．自然環境保全 ３．自然環境保全

４．環境影響評価 ４．環境影響評価

原子力・放

射線

１．原子炉システムの設計及び建設 １．原子炉システム・施設

２．原子炉システムの運転及び保守

３．核燃料サイクルの技術 ２．核燃料サイクル及び放射性廃棄物の処理・処分

４．放射線利用 ３．放射線防護及び利用

５．放射線防護
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(2) 業務経歴票の作成 

 

業務経歴票は受験資格を得るとともに、口頭試験ではこれをベースに問答がなされますから、業務経

歴票（特に小論文）は試験答案の一つと考えてください。パソコンでPDF上に入力する場合、入力可能

文字数に制限がありますので、必要に応じてプリントアウトして手書きするか、画像出力してWord など

に貼り付けて入力する等の対応をとりましょう。 

 

 

 平成 30年度試験案内より 
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  平成 30年度試験案内より 
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●大学院における研究経歴 

・業務経験年数に大学院期間を算入した場合は必ず記入。 

・研究内容は修士論文等のテーマでよいが、論文タイトルそのままでなくてもよい。 

●勤務先における業務経歴票 

・まず経験の棚卸しをして、技術者としての成長足跡を表現することが望ましい。 

・受験部門・科目にこだわらず、科学技術に関する経歴はできるだけ全部入れて経歴が途切れないよ

うに。実務経験を積み始めてから技術士にふさわしいところまで成長してきた過程を5行で表現 

・5行に収まらなかったら集約。どうしても無理なら初期の経歴・専門外経歴の順に省略。 

・時系列で記入し、期間のダブリは厳禁。最終月は出願の前の月 

・経験年数4年での受験の場合、一次試験合格やJABEE 過程修了以降の経歴のみ書く。 

・休職・無職・技術以外業務従事期間は空ける（内容を整理しておく） 

・業務内容欄は、業務内容に応じて以下のようにするとよい 

①各行の期間1業務に専従→その業務内容。課題の内容も書くとよい 

②各行の期間複数の業務に従事 

(a)業務内容を網羅し、体験論文や代表的業務内容を包含する文言で記述する 

(b)当該機関の代表的業務の内容を記述し、最後に「等の業務」などと書く 

●小論文 

・5行の経歴票のうち1行を選んで「詳細」欄に○をつけ、小論文を記述。 

・図表使用不可 

・原則ワープロ、手書き可（→フォントやフォントサイズは自由）。 

・720文字以内。半角文字も1文字カウント。桁数・行数やフォント、フォントサイズは自由。 

・3部構成にするとよい 

①業務概要及び立場・役割 

②問題及び解決策…問題発見→問題分析→解決の方向性（課題）→課題遂行策（実現策） 

③成果 

・PDF上で入力可だが、フォントは明朝のみ。Word で作成したほうがゴシック体なども使えて読みや

すいものができる。（http://www.pejp.net/pe/niji/career_word.doc：ただし使うWord バージョン

やプリンタ設定等により 40 文字×18 行にならないなどフォーマットがずれる時がある。よく確認

し、必要に応じて書式設定で文字間隔を微調整する等して対応のこと） 

 

 

  
技術士会HPの「平成 31年度技術士試験の試験方法の改正についてのQ&A」では、 

Q9：業務経歴票の書き方に変更はありますか。 

A9：大幅な変更はありませんが、軽微な変更の可能性はあります。 

となっているので、若干の書式変更等の可能性があります。4月 1日に受験申込書等の配布が始まっ

たら、しっかり確認して、必要に応じて対応しましょう。 
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(3) 小論文の作成 

 

小論文は、次の点を特に注意して作成してください。 

○自分自身の業績について書くこと。業務を複数の技術者が共同して実施した場合、その中で自分が主

体的に技術的判断を下して問題を解決した部分だけを抜き出すこと 

○問題分析により解決の方向性（課題）を見出すプロセス（問題解決能力）、課題遂行にあたっての制限

事項とそれを踏まえた最適な具体策を提案するプロセス（課題遂行能力）の両方あるいはいずれかを

必ず書くこと（最終結論である具体策だけの記述では、問題解決能力も課題遂行能力も示せない） 

○問題解決の内容は、技術士にふさわしい工夫があるものがよい。技術士にふさわしい工夫とは、「凡庸

な技術者ならこうしてしまったかもしれないものを、私だからこうできた」というもの。 

・業務特性最適化（業務対象や地域などの熟知や豊富な経験による、その業務に最適化した過不足

のない柔軟な提案。） 

・短所の解消・最小化（長所だけでなく短所にも目を向けて実現性を確保） 

・仮説検証（知識や経験から「こうすればいいのではないか」と見通すことで最短距離で解決） 

 以上をふまえ、小論文は以下の手順で作成することをお勧めします。 

①骨子法で問題解決過程（問題、問題分析、課題、制限事項、具体策）を整理する。 

問題 問題分析 課題 制限事項 具体策 

「こうあるべきな
のに現状はこう
だ」というように、
あるべき姿と現状
を対比してもいい
ですし、問題だけ
を書いてもいいで
しょう。 

問題の発生原因・機

構、すなわち問題の元

凶・ボトルネックを掘

り下げて明確にする

過程です。 

原因・機構が絞り込め

れば解決策が見えて

くるということです。 

問題分析結果か

ら、「そこでこう

する」というよう

に必然的に求め

られる解決の方

向性、なすべきこ

と（課題）です。 

課題（解決の方向性）を実現

しようとしたときに制限と

なるボトルネックです。技術

的なものだけでなく、コスト

や期間、リソースや合意形

成、環境影響や安全などの二

次リスクといったものも考

えられます。 

制限事項も踏ま

えての実現策と

しての具体的な

提案内容を書き

ます。 

・問題は、実際には数多くあるはずの問題の中で、最大の問題（あるべき姿とのギャップが大きい、

解決が難しいなど）を抽出していることが必要ですが、その過程まで文字数の限られた小論文の中

に記述する必要はありません。（口頭試験時に口頭で説明すればいいでしょう） 

・いわゆる「工夫点」は、問題分析によって必然的に課題・解決の方向性を導く過程と、その課題の

実現にあたり制限となるボトルネックを抽出し、それを踏まえた実現性の高い具体策を提案する過

程の2つがあります。たいていの業務ではどちらかにウェイトがあること、両方を同程度のウェイ

トで書くと散漫になりやすいことから、どちらかを重点的に書いて、もう一方はさらっと書くか、

省略するかするといいでしょう。 

②問題解決過程の前に業務概要及び立場・役割を、後に成果を付け足して小論文を構成する。 

・業務の概要は、「こういう業務でした」という簡単なアウトラインです。そもそも何の業務だったの

かわからないと問題解決も何もあったものではありません。 

・立場・役割は、自分がどのような立場でどんな役割を担当したかを端的に述べます。立場は業務上

の役職がいいでしょう。役割は、自分が主体的に判断することができた部分です。この立場・役割

は、後段の解決の方向性や実現策を自分自身が考えたということと矛盾してはいけません。 

・その後、上記骨子の5段階のストーリーについて書きます。 

・最後に成果を簡単に書きます。提案の結果、問題がうまく解決できたということを書きましょう。 

③文章を練り上げて720字に収める。 

・一字一句まで妥協せず時間をかけて練り上げる。基本的にはシェイプアップ。 

・重要ポイントである5段階のストーリー部分は詳細に、それ以外はざくっと・ぼんやりと。 
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全体の書きぶりとしては、以下のようなものがいいのではないかと思います。 

・業務概要 

 本業務は～したものである。（途中に「～を目的として」が入ってもいい 

・立場・役割 

 私は～として～を担当した。 

・問題 

 ～が問題であった。～が最大の問題と判断した。～できなかった。 

・問題分析 

 これは、～が原因であった。～によるものであった。。 

・解決の方向性 

 私は～と考えた。～することで解決すると判断した。 

・制限事項 

そこで～を踏まえて…、～である中で…、しかし～が実現上のネックとなった。 

・具体策 

～を提案した。最終的に～を提案した。 

・成果 

 提案の結果、～ができた。 

 ※つまり問題が解決されたということを書く。 

 

小論文フォーマットに書くと、下図のようなイメージになります。もちろんテーマによって配分はこ

となりますが、だいたい業務概要＋立場・役割で3行前後、成果が2～3行で、あとは問題解決（問題抽

出→問題分析→課題→制限事項抽出→具体策の流れ。どこにウェイトを置くかは業務によって異なる）

とすればいいでしょう。 

 

当該業務での立場、役割、成果等 

【業務概要および立場・役割】－－－－（現場）－－－－において、－－－－－－－－－

－－－－－－を目的として、－－－－－－－－（業務内容）－－－－－－－－する業務で

あった。私は管理技術者として、業務実施計画立案と業務全体の管理、－－（技術的分担）

－－および関係機関との協議・調整を担当した。 

【問題および問題分析】－－－－－－－－－－（あるべき姿を明示して好ましくない現状

と対比してもいいし、問題だけを書いてもいい）－－－－－－－－－－－－が問題であっ

た。これは、－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－（問題の原

因・機構すなわち元凶・ボトルネック）－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－であった。 

【提案内容】私は－－－－－－（方向性の根拠となるような知識・経験）－－－－－－に

より、－－－－－－－－－－－－－－－－（課題＝なすべきこと＝ボトルネックの解消策、

解決の方向性）－－－－－－－－－－－－－－－－と考えた。 

そこで、－－－－－－（課題の遂行にあたり考慮すべき、リソースや期間、コスト、安全

確保、環境配慮等の制限事項＝課題遂行上のボトルネック）－－－－－－を踏まえ、－－

－－－－－－－－－－－（具体的な実施内容）－－－－－－－－－－－－－を提案した。 

【成果】－－－－－－－－（実施した内容）－－－－－－－－により、－－－－－－－－

－－－－（問題が解決したという内容）－－－－－－－－－－－－した。 

 

以上はあくまで例示です。実際の業務は千差万別ですから、これを参考に、ご自分の事例に合った構

成にしてください。 
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過不足ない小論文を作成するためには、「書くべき項目」をあらかじめ設定して、これを埋めていくと

いう方法がお勧めです。以下の枠を使ってワークをしてみてください。ポイントだけ箇条書き・メモと

して書くようにして文章は書かないこと、枠に入りきらないほどあれこれ書かないことがポイントです。 

 

を目的とし、 を実施した。 

 

私は、 として、 を担当した。 

 

本業務の最大の問題は であった。 

 

 

これは によるものであった。 

 

そこで私は、 と考えた。 

 

そこで、 を踏まえ、 

 

具体策として、 を提案した。 

 

 

① 

 

② 

 

③ ④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

⑨ 

①業務目的 ②業務の内容 

③業務上の役職 ④主体的に判断した担当部分 

⑤問題。もっともあるべき姿とのギャップ

が大きい、あるいは解決が困難なもの 

⑥問題分析。問題の発生原因や発生機構など、その問題の元凶・ボ

トルネックとなっているもの 

⑦問題分析の結果導かれた解決の方向性。原因の解消・最小化 

⑨解決の方向性に沿って、⑧を踏まえて提案した具体策 

⑧課題の遂行にあたり制限となるようなボトルネック 
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次にこのワークシートをベースにして下書きを作ります。ここでは720字の文字数制限はまったく考

えずフリー書式で、また考察などには必ず根拠をつけていきます。 

章構成は、 

①業務概要 

②立場・役割 

③問題 

④問題分析 

⑤課題・解決の方向性 

⑥課題遂行にあたっての制限事項 

⑦具体策 

⑧成果 

とします。 

特に重要なのは④から⑤を導く部分および／もちくは⑥を踏まえて⑦を決定する部分で、なぜそう考

えたのか、なぜそれに着目したのかといった根拠をしっかりと書きます。この根拠のような着目や考察

ができる能力が技術士にふさわしい能力です。特に以下の質問にどう答えるかを考えてみましょう。 

Q1：この業務で技術士にふさわしいあなた自身の工夫はどんなものですか 

 

 

 

 

 

 

Q2：他の人ならどうしていたと思いますか 

 

 

 

 

 

 

Q3：この詳細例を通して、あなたはご自分のどんな能力をアピールしたいと思いますか 

 

 

 

 

 

 

自分にはどんな能力があるのか、それをどうやってアピールするのか、そういうことを考えながら前

頁のワークシートやフリー書式下書きの段階で何度も練り直してロジックを作り込んでいきましょう。 

そしてロジックが完成してから、720 字の定型フォーマットに入れていくといいでしょう。その段階

ではどこをカットするかが問題になりますが、試験官に対して「最低限これだけは頭に入れて口頭試験

に臨んでほしい」と思うことを優先して、一言一句まで絞っていきましょう。 

なお文章は短時間に一気に仕上げるのではなく、一度できたらしばらく放置して、フレッシュな目で

見直して読みにくいところ、引っかかるところをブラッシュアップするようにしましょう。 
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